ほどの 間 は、 分譲 住宅地と して 取り残され ている 荒れ 

野原だった。 三 枝 子 は そこ を 斜めに 横切る のだった。 

秋草の 上に は 夜霧が 最早 しっとり おりて いた。 そして 

秋蟲 がその 中に 鳴いて いた。 

荒れ 野原 はすぐ に 小 住宅 区域に 続いて いた。 その 住 

宅 区域の 表の 方 は、 また、 明るい 商店の 軒並み 町に なつ 

て いて、 彼女 は、 その 間の 露路を 這^らねば ならな か つ 

た。 

彼女 は、 ここまで 来る と、 いつもの 癖で、 母親が 「お 

母ち やん 帰る かと、 見て 来よ か あ？」 という 子守唄 を 

歌って はいない かと、 耳 を 立てる ようにした。 —— そ 



もま、 p 

そこまで 考える と、 三 枝 子 は 最早 夫に 対して 昨夜の 

きっせき 

こと を 詰責せ ずに はいられない 気がした。 彼女 は 夫の 

ぬす 

方 を 偸み 見た。 

併し 彼女の 夫 は、 鈍感な 妻が 気の ついている 害 は 無 

い！ と 思って 済まして いるの だ。 彼 は 至極 善良な 主 

人ら しく、 食卓の 傍の 畳に 朝刊 を 拡げて 三面記事 を 読 

み 続けた。 三面よりも、 彼 は 当然 職業 案内の 欄 を 探る 

べきな のに …… 。 

こうして 夫 は 欺き 続けて 来たの だ。 三月の 間と いう 

もの、 職業 を 職業 をと、 朝に 出て は 夜に なって 帰って 

来た。 当然 自分の 負わなければ ならない 経済 上の 責任 



「まあ！ どうして？」 

き 

「^ —— どうして？ もない わ。 それ を 私に 訊く の？」 

「だって、 あたし、 わからな いわ。」 

「私、 何も 知らないと 思って いるの？ あなたと はも 

う、 絶交よ！」 

「絶交？」 

キッス ど ろぼ う 

「もちろんよ —— 接吻 泥棒！」 

「接吻 泥棒？」 

「知らない！」 

併し 三 枝 子 は、 驚いて いる 恵 子の 手 を 引いて、 自分 

の 家の 方へ と、 ゆっくり 歩き 出した のだった。 —— い 
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